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1.  調査概要  
1 .1 .  実施目的  

（ 1）  背景  

内閣府が実施する SIP 第 2 期自動運転（システムとサービスの拡張）におい

ては、高度な自動運転の実用化と Soc ie ty5 .0  の実現を目指して、ダイナミック

マップにおける動的情報等、交通環境情報の利活用の仕組み構築に取り組むこ

ととしており、交通環境情報に関する国際標準化の推進のためにも、高精度３

次元地図情報及び交通環境情報の国際標準化を推進する組織（ ISO 等）や業界

標準化を推進する海外の組織（ OADF： Open Au toD r ive  F orum 等）との交流に

よる国際的に調和した事業戦略の検討が必要となっている。  

 

（ 2）  目的  

本調査は、 S IP 第 2 期自動運転における交通環境情報の利活用の仕組み構築

に 関 す る 取 り 組 み 成 果 を 海 外 の 標 準 化 組 織 と の 調 和 を 図 り つ つ 適 切 に 国 際 標

準に反映するため、交通環境情報に関する国内外の標準化動向を調査するとと

もに、国内関係者と の情報共有及び国際標準化戦略の検討を行うものである。 
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1 .2 .  全体スケジュール  

 

 2019 年度：  標準規格等に関する動向調査を 7～ 12 月に実施し、国際標準化

戦略検討の基礎資料とりまとめ。検討会は 2～ 3 ヶ月に 1 度の

頻度 で開 催し 、国 際 標準 化戦 略の 方向 性 の認 識共 有を 図っ た 。 

 2020 年度：  ISO/TC 204 や OADF 会議等のデファクト・デジュール双方の動

向を適宜情報収集し、検討会にて国内関係者への情報共有を図

るとともに、 S IP での検討状況や国際動向を踏まえた国際標準

化戦略を検討した。  

 2021 年度：  S IP 第 2 期東京臨海部実証等などでの取組の中から、国際動向

を踏まえた調査、標準化戦略の検討を行った。  

 2022 年度：  S IP 第 2 期最終年度として、 S IP 各施策のアウトプットと連携

し、国際的な発信および我が国としてのスタンスの整理を行っ

た。  

 

 
図 1 全 体 スケジュール 
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1 .3 .  本年度の取組内容  

（ 1）  基本方針  

21 年度までの実施事項の深堀や年度末報告への指摘事項へのフォローアッ

プとともに、国際標準化戦略検討の上で重要と考えられる交通環境情報 IF に

ついて、東京臨海部実証実験等での活用等を通じた実態把握を進める。  

 

1）  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

東京臨海部実証実験の成果も踏まえ、 AD ASIS の欧州における普及状況やリ

リース予定について、インタビューなどの深堀調査を行う。  

 

2）  モ ビ リ テ ィ に 関 す る デ ー タ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ／ ア ク セ ス ポ イ ン ト の

動向  

欧州における Nat iona l  Acces s  P o in t の最新動向を踏まえた調査を行い、モビ

リ テ ィ デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 普 及 展 開 や 運 用 状 況 に 関 す る 実 態 を 把 握 す

る。また、 S IP 第 2 期において取り組まれている MD  Communet へのフィード

バックを見据えたグローバルベンチマークに一部貢献する。  

 

（ 2）  戦略検討のための検討会の開催  

21 年度の動向調査等の結果を踏まえ、交通環境情報に関する国際標準化戦略

等の方向性に関する議論を引き続き行う。  
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2.  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  
2 .1 .  V2N を活用した交通環境情報の調査経緯  

（ 1）  過年度までの成果  

V2N に関連するセンター～車両間、センター～センター間のインターフェー

スで交通環境情報を配信する場合に関連する標準規格（ ISO、 ETS I、その他デ

ファクトスタンダード）をリストアップし、それぞれの標準規格の概要を個票

で整理した。  

また、検討会にて、V2N 情報を自動運転に活用するうえで、既存標準で対応

で き な い と こ ろ や 日 本 と し て 標 準 化 活 動 が 直 ち に 必 要 な ア イ テ ム の 有 無 を 議

論した。現段階では、特段日本としての標準化活動を直ちに要するものはない

と結論づけた。  

一方、欧州のデファクト基準である ADASIS は、東京臨海部実証でも活用し、

一定のデータ収集を行った知見があるため、対外的に成果や知見を発信してい

くことは必要である。欧州における ADASIS の活用状況やスタンスを調査する

ため、 TomTom 社へヒアリング実施した。  

 

1）  本年度における取組事項  

東京臨海部実証コンソ殿にて、 ADASIS の仕様に対する解釈の仕方や使い勝

手について知見を得た。これらを S IP の成果として、 ADASIS と個別機会を設

定し、成果をインプットした。併せて、今後の ADASIS の普及戦略や今後の仕

様アップデート等のマイルストンの確認を行った。  

また、並行して ADASIS の欧州における温度感や普及状況を把握し、我が国

としてのスタンスを整理する材料として、東京臨海部実証参加者（ OEM 等）に

対し、ヒアリングを行った。  

また、 ADASIS の今後の普及ロードマップや、欧州でのスタンスに基づき、

V2N による交通環 境情報の配信に関し て標準化するべき領 域と競争領域と す

るべき領域（細かく規定するべきではない領域）に関する見解を取りまとめる。 
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2 .2 .  今年度の状況（意見交換）  

（ 1）  意見交換の状況  

 意見交換  

 先方： Jean -Cha r le s  P andaz i s 氏（ E RTICO）  

 実施日： 2022 年 9 月 22 日（木）  

 場所・方式： ITS 世界会議の会期中に個別打合せを実施  

 

1）  ADASIS のバージョン更新に関する今後のスケジュール  

 ADASISv3 .3  

 2022 年 12 月に内部確認開始予定  

 目的地の設定に基づく情報提供  

 Canbus ではなくて Etherne t で実装  

 

 ADASISv3 .4  

 経路上のメインパスに重ねて様々なデータ（センサデータ、信号デ

ータ）を加える  

 V3.3 と V3.4 はストリームラインではなく、並行して作業に取り組

む  

 

2）  欧州 OEM における ADASIS 活用状況  

 ADASISv2 の活用状況  

 メルセデス（クラス A）、ダイムラートラック、 SCANIA が採用し

ているところ  

 

 ADASISv3 の活用状況  

 メルセデスは採用可能性ありだが、未定  

 ボッシュ、コンチネンタル、 BMW 等も可能性  

 V3 のサポートのための Whi te  Paper を執筆中  
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2 .3 .  調査まとめと今後に向けて  

（ 1）  調査まとめ  

ADASIS 関係者へのインタビューを実施し、次のリリース予定等についての

情報を得た。  

また、欧州における ADASIS 採用企業は、まだ少数であり、乗用車について

は限定的な車種での導入であり、商用車にも採用が広がっていることが分かっ

た。  

モビリティデータ関係者へのインタビューも実施した。オープンデータの機

運が高まることにより、車両とセンター間（ T ISA や SENSORIS がスコープと

するところ）に関する協調領域としての議論に関心が寄っている状況と理解し

た。  

 

（ 2）  今後に向けて  

我が国としては、 AD ASIS の今後のリリース動向は最低限踏まえつつ、より

標準化の議論やデータ利活用の議論に影響しうる T ISA や SE NSORIS の動向、

またそれらの ISO 等のデジュールスタンダードへの影響については、引き続き

ウォッチすることも有効と考えられる。  
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3.  モビリティ に関す るデータの プラッ トフォーム ／アク セスポイ ン

トの動向  
3 .1 .  モ ビ リ テ ィ に 関 す る デ ー タ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ／ ア ク セ ス ポ イ ン ト の

調査経緯  

（ 1）  過年度までの成果  

欧州における、 EU 規則に基づくナショナル・アクセス・ポイントに関する

基礎的な動向の収集を行った。  

 

（ 2）  本年度における取組事項  

欧州における実態について、 S IP 第 2 期にて取り組む MD commune t®とのグ

ローバルベンチマークを通じて、プローブ情報活用に関する状況を情報収集し

ながら、それらの取り組みで現状課題になっている事項を着眼点として事例収

集にあたった。  

民間で推進するプローブデータ配信等の取り組みなど、関連する領域につい

ても情報収集を行った。  
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3 .2 .  Indu str ie4 .0 ,  GAIA -X 等 Open  Data 推進 の背景整理  

ドイツの工業技術発展を目的に、先進技術と既存の産業を融合させる政策と

してインダストリー 4 .0 が提唱されている。  

 

表 1 Industr ie4.0 について 

 

 

欧 州 デ ジ タ ル 経 済 圏 の 発 展 を 目 的 と し た 欧 州 独 自 の デ ー タ イ ン フ ラ 基 盤 の

構築プロジェクトとして、 GAIA-X が発足した。  

 

表  2 GAIA-X について 
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3 .3 .  モビリティデータ PF に関する欧州の動向  

欧州委員会では、モビリティに関するデータを収集・活用するための「規則」

が 201 7 年に発効した。これにより、EU 加盟国はこの「規則」への対応が必須

となった。  

 

表 3 <参 考 > EU の「 規 則 」 とは? 
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3 .4 .  ヨーロッパにおける関連法規の整理  

欧州の法規によって、 EU 加盟国ではデータを共有するためのアクセスポイ

ントの設置が必要となった。  

 

 
図  2 EU における関 連 法  
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3 .5 .  ヨーロッパの PF の動向調査（各国の状況）  

 

 

図  3 対 応 済 み（ 運 営 中 ） の NAP について（ 2022 年 11 月 確 認 ）  
 

NAP の対応状況について、EU 発行の 20 2 0 年年次報告書では、 2020 年 1 2 月

時点において、計 2 3 ヶ国（オーストリア、ベルギー、ブルガリア、チェコ、デ

ンマーク、エストニア、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、ハンガ

リー、アイルランド、イタリア、リトアニア、ルクセンブルグ、オランダ、ノ

ルウ ェー 、ポ ー ラン ド、 スロ バキ ア 、ス ロベ ニア 、ス ペ イン 、ス ウェ ーデ ン、

イギリス）において、少なくとも NAP の一つのカテゴリーに対応しているこ

とが確認できた。  

上図ではさらに 3 ヶ国（マルタ、ポルトガル、ルーマニア）が増え、2 6 ヶ国

となっている。  
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3 .6 .  NAP にて管理するモビリティデータ  

 

表  4 EU 規 則 2017/1926 について 
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3 .7 .  Mobi l i thek  －  ドイ ツのナショナル・アクセス・ポイント（ NAP）  

（ 1）  Mob i l i th ek とは  

ドイツ連邦交通デジタルインフラ省（ BMDV： Bun desmin i s te r ium fü r  D ig i ta le s  

und  Ve rk eh r）によって運用される予定のドイツの NAP となるモビリティデー

タプラットフォームである。  

BMDV に よ っ て 運 営 さ れ て い た ポ ー タ ル サ イ ト （ カ タ ロ グ サ イ ト ） MD M 

Pla t fo rm と、オープンデータのポータルサイト mCLOUD が統合し、BASｔが運

営者となり、 2022 年 7 月 1 日から開始された。  

 

 

図  4 Mobi l i thek のなりたち 
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3 .8 .  Mobi l i ty  Da ta  Spa ce  －  ドイツの独自データプラットフォーム  

 

表  5  MDM Platform（ ドイツ）  
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3 .9 .  ドイツにおける Mobi l i th ek と Mob il i ty  Data  Spa ce  

ドイツでは、NAP としての機能を持つ Mobi l i thek と Mo bi l i ty  Data  Space（ MDS）

を当面併用していく予定である。  

また、オープンデータとしてこれまで州・地方政府が公開していたデータ等

は Mo b i l i th ek に集 約、 一方 、 民間 企 業 等を 想定 し た付 加 価 値の 高い デ ータ は

MDS に集約し、集まるデータの価値が異なるよう使い分けていく。  

 

 

図  5  Mob i l i thek と Mobi l i ty  Data Space 
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3 .10 .  ドイツにおけるデータ利用を促す施策・プロモーションについて①  

欧州各国において、NAP の設置が法的拘束力のものと推進されてきたが、そ

れでは「活用」することにはどのような強制力があるのか。政府としての「利

用」対するアプローチを整理した。  

 

（ 1）  NAP を利用する要因①  

1）  法的義務の発生  

 独立行政法人交通運輸機構（ nas t）によると、データ提供には一定の義

務が生じている。  

「公的機関、道路事業者、駐車場事業者、民間企業は特定の交通データ

/移動データを NAP（ MDM）で利用可能にさせることを一部法的に義務

づけられている」  

 
原文： Daten l ie fe rp f l i ch ten  und  E igen erk lärungen  

Nach  d er  R ich t l in ie  2 010 /40 /EU d es  Europä ischen  Pa r lamen t s  u nd  de s  
Rate s  vom 7 .  Ju l i  20 1 0  zum Rahmen  fü r  d ie  E in füh ru ng  in t e l l ig en ter  
Verkeh rs sy s teme  im  S t raßenverkeh r  u nd  fü r  deren  S chn i t t s te l len  zu  and eren  
Verkeh rs t räg ern  sowie  den  da zug ehö r igen  d e leg ier ten  Vero rdnu ngen  g ib t  es  
zum Te i l  f ür  Behö rden ,  S traßen-  und  Pa rkp la t zbe tre ibe r  aber  a uch  p r i va te  
Dien s tean b ie te r  d i e  P f l ich t  gew is se  Verkehrs -  u nd  Mob i l i tä tsd a ten  am 
na t io na len  Zu gang sp u nk t  (dem Mob i l i tä ts  Daten  Mark tp la tz  –  MD M) 
ver fü gba r  zu  ma chen .  
 

 
図  6 ドイツにおける公 的 機 関 のデータ公 開 義 務  
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3 .11 .  ドイツにおけるデータ利用を促す施策・プロモーションについて②  

国家戦略としてオープンデータ利用を促進することを推進しているため、行

政・公的機関は協力せざるを得ない環境下にあるものと推察する。  

 

（ 1）  NAP を利用する要因②  

1）  国家戦略としてのオープンデータの活用  

BMDV の HP にて、オープンデータの活用について、連邦行政に取り入れて

いくことについて言及している。  

オープンデータ戦略やオープンデータ法、データ活用法に基づき、オープン

データ（特に交通・運輸の分野）の利用を先ずは連邦政府機関から推進してい

く動きがあるものと推察する。  

 

 

図 7 オープンデータに関 するデジタル運 輸 省 のポリシー紹 介 ページ 
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3 .12 .  NAP を活用したサービスやプロジェクトについて  

NAP は既にいくつかのサービスやプロジェクトにおいて活用が進んでいる。

ここではドイツの事例を取り上げるが、 Mob i l i th ek は立ち上がって間も無いた

め、ここでは前身の MDM の事例で代替する。  

 

（ 1）  プロジェクト事例①  

1）  フランクフルト市の事例  

BMDV が主導する S CHOOL プロジェクトにて MDM が活用  

 

 SCHOOL PJ とは：  

 大 気 汚 染 や 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 と い っ た 大 都 市 の 環 境 課 題 に 対 し

て取り組むべく、環境に配慮した効率的な交通管理策の導入を推進

するプロジェクト  

 フランクフルト市内のパイロットエリアにて、オープンデータを用

いた市民向けの経路案内アプリケーションの実装に成功  

 当アプリケーションは、他の地域でも適用される予定  

 

 MDM の位置づけ：  

 収 集 し た オ ー プ ン デ ー タ と ル ー テ ィ ン グ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 繋 ぐ

機能として MDM が活用  
 

 
図  8 SCHOOL プロジェクト サービスイメージ 

 
アプリでは道路利用者に対し、選択すべきルート、最適な出発時間等のレコ

メンドが提示される。レコメンドに従った利用者にはボーナスポイントが付与

される。（ボーナスポイントは特典と交換可能）   
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（ 2）  プロジェクト事例②  

1）  バイエルン州の事例  

バイ エル ン 道路 建設 局  交通 情報 セ ンタ ーに よっ て 収集 ・処 理さ れた デ ータ

を MDM を介して第三者に提供  

 

 プロジェクト概要：  

 バ イ エ ル ン 州 に よ る 交 通 情 報 を 一 般 ユ ー ザ ー に 提 供 す る サ ー ビ ス

を展開  

 例えば、渋滞情報や建設現場に関するリアルタイム情報、トラック

駐車スペースの占有率等についてユーザーに情報提供  

 

 MDM の位置づけ：  

 MDM のプラットフォームを介して、バイエルン道路建設局によっ

て提供されるトラフィック情報を第三者に簡単且つ安全に提供  
 

 
図  9 バイエルン州  交 通 情 報 提 供 イメージ 
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（ 3）  プロジェクト事例③  

1）  da ta4p t  

da t a4p t は、欧州委員会の研究ファンドを得て、公共交通関連データの利活用

およびデータ標準化に取り組むプロジェクト。  

 

 プロジェクトメンバ：  

 UITP（国際公共交通連合）、Au s t r ia t ech、リスボン市、ポルト市、リス

ボン交通局  等  

 

 NAP の位置づけ：  

 リ ス ボ ン や ポ ル ト の 公 共 交 通 デ ー タ （ 時 刻 表 、 車 両 マ ネ ジ メ ン ト 、

運賃・チケッティング等）を NeTEX や S IRI などの標準化されたデ

ータフォーマットでデータ整備し、ポルトガルの NAP に保管。  

 民間のサービスベンダやアプリベンダが NAP 経由で公共交通デー

タを活用できる状況。  

 

 

図  10 Data4pt プロジェクトのアーキテクチャイメージ 
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（ 4）  プロジェクト事例④  

1）  フランス NAP  

 基本的に、 NAP に置かれるデータ品質や正誤については NAP の管理者

は責任を負わないが、フランス等の NAP では、 NAP 上のデータフォー

マットに対応し、データのバリデーション機能を組み込んでいるケース

がある。  

 

 

図  11  N A P 上 の バ リ デ ー タ イ メ ー ジ （ フ ラ ン ス N A P）  
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3 .13 .  データカタログの拡充・普及に関する方策  

（ 1）  NAPCORE の設立  －ヨーロッパの NAP 連合－  

1）  NAPCORE （ Nat iona l  Acces s  Po in t  Coo rd in a t io n  Organ iza t ion  fo r  Europ e）

とは  

全ての EU 加盟国は、EU 規則に基づいて、モビリティデータに関する Nat iona l  

Acces s  Po in t（ NAP）を各国ごとに整備する必要がある。  

ヨーロッパにおける３０以上の NAP 間の互換性を確保するため、コーディ

ネーションを強化するために新しく設立されたコンソーシアムである。欧州委

員会 C INEA のファンド” Conn ec t ing  E u rop e  Fac i l i ty”より 1 ,400 万ユーロの補

助金を得て、20 24 年末まで活動予定であり、NAPCORE のコーディネーターは

BASt が担う。  

 

2）  今後の予定  

NAPCORE が設立したばかりのため、オフィシャルウェブサイト等もこれか

らオープンの予定である。  

現時点では上記以上の情報がないため、引き続きウォッチしていく。その際

の着眼点として、NA P 間の連携方法（例：共通データフォーマットの設定、共

通 API の開発）、国境をまたぐデータの生成・配信方法とそれぞれの担当主体  

等について特に中止するものとする。  

 

（ 2）  NAPCORE の設立背景・動機  

欧州各国の NAP 間のデータ運用を実現する調整役として N APCORE は設立

された。  

表  6 NAPCORE の概要
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（ 3）  NAPCORE の動向  －データ標準・ AP I 開発－  

NAPCORE は複数のスタンダードを適用しデータを管理している。標準規格

の適 用は 、将 来 のシ ステ ム開 発の 難 易度 を抑 える こと に 寄与する もの とし て、

NAPCORE の重要な活動アイテムの一つになっている。  

こ れ ら の 標 準 は 現 状 は 欧 州 標 準 ま た は 欧 州 デ フ ァ ク ト 標 準 を 活 用 し て い る

状況であるが、 ISO との連携にも言及されているところであり、国際標準への

影響は日本としてもウォッチする必要があると考えられる。  
 
【 NAPCORE が採用するデータ標準】  

1）  DATEX I I  

 交通情報、交通データの交換のための電子言語（データ標準）  

 NAP において以下のデータを対象に DAT EX I I が適用されている  

Safe ty  Re la ted  Traf f ic  In fo rmat ion （ SRTI ） /  Rea l -Time  Traf f ic  

In fo rma t io n（ RTTI） /  Sa fe  an d  S ecu re  Tru ck  Pa rk in g  A reas（ SST PA）  

/  Mu l t imod a l  Trave l  In fo rma t ion  Se rv ice s（ MMTIS）  
 
2）  TN ITS  

 マ ッ プ に 使 用 さ れ る モ ビ リ テ ィ デ ー タ /道 路 情 報 ・ デ ー タ 標 準 （ Data  

cha in  mechani sm）フォーマットを有する。マップ情報プロバイダーに提

供されるデータに適用。  

 対象データ：道路関連情報（制限速度、道路規制、交通標識）  

 
 

図  12 TN-ITS のデータチェインメカニズム 
 

【 NAPCORE が採用するデータ標準】  

3）  Mul t imod al  da t a（ Transmode l /Ne tEX/SIR I）  

 Tran smode l：  
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公共交通機関の運行に関わるデータ標準を定義  

 対象データ：運行スケジュールまたそれに係るデータ  

（停留所、路線時刻表、運賃などの旅客情報、等）  

 EU で採用されるデータ標準でもあるため、将来のシステム開発を

より容易にする  

 NeTEX：  

公共交通機関の運行スケジュール、またはそれに関するデータ標準を定

義  

 SIRI：  

S tanda rd  In t e r face  fo r  re a l  t ime  in fo rmat ion の略  

異な るシ ステ ム間 で の情 報交 換を 可能 に させ るた めの イン タ ーフ ェー

ス標準を定義  

 

【 NAPCORE が採用するメタデータ標準】  

 Resou rce  Desc r ip t ion  Framework（ RDF）：  

 メタデータの表記方法を定めた標準  

 DCAT-AP：  

 メタデータレコードの仕様を定義。欧州のデータポータル間の相互

運用を可能とさせる  

 欧州のデータポータル間のデータセット交換を可能にし、公共デー

タを国境を越えて検索できる様にする  
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図  13 メタデータの変 遷  
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3 .14 .  SIP 第 2 期関連施策との比較  

SIP 第 2 期において、自動運転・運転支援に係るアーキテクチャの設計及び

構築のための調査研究として、MD Commune t®の検討が進められている。S IP 第

2 期では、事業を進めるうえで諸外国の事例をベンチマークする「グローバル

ベンチマーク」を推進しており、 MD Commune t®についても調査が進められて

おり、本事業の成果の一部を提供し、とりまとめに協力した。具体的には、過

年度から本年度まで重点的に調査を行ってきた欧州における NAP の動向、特

にドイツの Mobi l i thek の情報を比較対象とし、調査に貢献した。  

 

 

3 .15 .  調査まとめと今後に向けて  

（ 1）  調査まとめ  

公共性の高い情報や、公共交通関連データからモビリティデータプラットフ

ォームの活用が普及している。  

データフォーマットの標準：T ISA や SENSORIS、NeTEX などの欧州標準と、

DATAX-Ⅱなどの IS O 標準を採用している。  

データプラットフォームとしての標準は、 NAPCORE にて進められる段取り

が設定され、これからドイツ中心で推進されているところ。  

民間企業データの巻き込みについては、海外でも確立された成功事例はない

ものの、ベーシックで公共性の高いデータプラットフォームとは別に、付加価

値の高いデータを集約するデータプラットフォームを設置するか、そういった

付 加 価 値 の 高 い デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム は 民 間 企 業 の 競 争 領 域 と し て 取 り 組

む方針であることは、我が国においても参考にできる。  

 

（ 2）  今後に向けて  

今年度、本調査を通じて、Mobi l i thek、N APCORE、欧州のデータ標準に関し

て情報照会できる関係を築くことができた。  

今後、我が国におけるデータプラットフォームの設計・運用をグローバルの

動向を考慮して実施するうえでは、これらのテーマに関する国際連携も検討で

きる可能性がある。  
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4.  戦略検討のための検討会の開催  
今年度は第 9 回検討会を開催し、本事業の取りまとめの方向性について委

員に意見を求めた。  

 

回（日時）  議題 ・論点  
第 9 回 （ 2023/1/10）  1.  今 年 度 の調 査 内 容 報 告  

①  V2N を活 用 した交 通 環 境 情 報 について 
②  モビリティに関 するデータプラットフォームについて 

 
2.  個 別 トピックスの標 準 化 状 況 の共 有 および今 後 の方

向 性  
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5.  まとめ  
5 .1 .  報告事項と今後の対応について  

（ 1）  V2N を活用した交通環境情報の配信に関する標準化動向  

ADASIS 関係者へのインタビュー実施。次のリリース予定等についての情報

を得た。  

モビリティデータ関係者へのインタビュー実施。モビリティデータプラット

フォーム（ Nat iona l  Acces s  Po in t 等）間でのデータのやり取りや互換性の関心

が高まり、 TISA や SENSORIS のスコープに関する協調領域としての設定に関

心が高まっている。  

我が国としては、 AD ASIS の今後のリリース動向は最低限踏まえつつ、より

標準化の議論やデータ利活用の議論に影響しうる T ISA や SE NSORIS も並行し

てウォッチすることも考えられる。  

 

（ 2）  モビリティに関するデータのプラットフォーム／アクセスポイントの動

向  

公共性の高い情報や、公共交通関連データからモビリティデータプラットフ

ォームの活用が普及している。  

データフォーマットの標準：T ISA や SENSORIS、NeTEX などの欧州標準と、

DATAX-Ⅱなどの IS O 標準を採用している。  

データプラットフォームとしての標準は、 NAPCORE にて進められる段取り

が設定され、これからドイツ中心で推進されているところ。  

民間企業データの巻き込みについては、海外でも確立された成功事例はない

ものの、ベーシックで公共性の高いデータプラットフォームとは別に、付加価

値の高いデータを集約するデータプラットフォームを設置するか、そういった

付 加 価 値 の 高 い デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム は 民 間 企 業 の 競 争 領 域 と し て 取 り 組

む方針である。  

我が国におけるデータプラットフォームの設計・運用にあたっては、ドイツ

政府・ドイツ連邦高速道路研究所（ BAS t）との連携や、データ利活用・データ

フォーマットに関しては Mobi l i t y  da ta 等との連携も考えられる。  
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6.  参考： Mobil i thek の機能イメージ  
6 .1 .  Mobi l i thek のサービスイメージ①  

 HP からデータ検索画面に変遷  

 

【 HP の Data  Offe r s をクリック】  

 

 
【検索画面にて条件設定】  

 

図  14 Mobi l i thek 検 索 画 面 イメージ① 
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6 .2 .  Mobi l i thek のサービスイメージ②  

 データ検索画面にてデータ条件を設定  

 

 
 

【検索画面にて条件設定】  

 

図  15  Mob i l i thek 検 索 画 面 イメージ② 
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6 .3 .  Mobi l i thek のサービスイメージ③－ 1 

 条件に合致するデータリストが表示、リストからデータを選択・ダウン

ロードが可能  

 

 
 

【検索画面にて条件設定】  

 

図  16  Mob i l i thek 検 索 画 面 イメージ③ 
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6 .4 .  Mobi l i thek のサービスイメージ③－ 2 

 条件に合致するデータリストが表示、個別コンタクト・契約の元データ

を入手  

 

 
 

【条件に合致するデータ】  

 

図  17  Mob i l i thek 検 索 画 面 イメージ④ 
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6 .5 .  Mobi l i thek のサービスイメージ④  

 フィルター機能にて条件設定を行うことで、取得したいデータへのアク

セスが可能  

 データはポータルサイトを通して提供（ダウンロード）されるものがほ

とんどであるが、データによっては個別にデータホルダーにコンタクト

することにより入手可能な場合もある。  

 

（ 1）  カタログ機能・検索 /データ提供機能  

1）  各種フィルターで条件設定（下記：フィルター種類）  

>  Ca tego ry（ Cl ima te  and  wea the r 等、右記アイコンと同様 )  

>  Data  P rov id er   

>  Type  o f  Terms  Use（ Licen se / f r ee  use 等）  

>  Data  Mode l  

>  Tempo ra l  In fo rma t io n（データ日付）  

>  Brok er in g  Type  
 

 
図  18 フィルター種 類  

 

2）  条件設定後、ポータルにて該当データがリスト化  

検索結果から情報を選択、データダウンロードが可能  
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図  19  Mob i l i thek 検 索 画 面 イメージ⑤ 

 

6 .6 .  Mobi l i thek のサービスイメージ⑤  

 学術研究機関、政府・行政機関からのデータも含まれることから、デー

タそのものの確からしさは一定程度あるものと推測される  

 

（ 1）  データ標準フォーマット・情報の精度  

 官民含むデータプロバイダーから、既定のデータ標準に従ってデータ提

供  

 官 側 の デ ー タ に 関 し て は あ る 程 度 デ ー タ 正 確 性 が 見 込 ま れ る も の と 思

慮  
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6 .7 .  Mobi l i thek のサービスイメージ⑥  

 Mob i l i th ek の利用規約によると、提供データそのものの品質は保証しな

いものとしている  

 

（ 1）  データに関する統制  

 HP 掲載の Terms & Cond i t io ns によると提供データに関する品質につい

ては保証しないとする記載有り。  

 

「データ提供者が提供するデータ（メタデータ）の信頼性、正確性、完全性

を保証しない」旨、利用規則に記載  

 
原 文 ： (2 )  The  o pera to r  end eavours  to  ensure  th a t  th e  con ten t  o f  th e  webs i te  

( in forma t io n  a bou t  t h e  Mob i l i th ek ,  g u ide s  fo r  th e  use r s  o f  the  Mob i l i t hek  
e t c . )  i s  cor rec t  and  u p- to -da te .  However,  n o  gua ran tee  ca n  be  a ssumed  for  
th i s  o r  for  the  re l ia b i l i ty,  a ccu ra cy  or  comple t eness  o f  the  in fo rma t ion  
prov id ed  by  th e  d a ta  p rov ide r s  ab ou t  th e ir  d a ta  s erv i ce s  (me tada ta) .  

 

 

図  20 Mobi l i thek 規 約 一 部  
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6 .8 .  Mobi l i thek のサービスイメージ⑦  

 BMDV、 MDM、 mCLOUD と い っ た 既 存 の サ ー ビ ス ポ ー タ ル を 通 じ て

Mob i l i th ek の存在・利用可能性を発信  

 

（ 1）  施策・プロモーション  

1）  連邦デジタル交通省（ BMDV）  

 HP にてプレスリリース。誰でも交通データが利用できるプラットフォ

ームとして発表  

 新興企業や企業が新規ビジネスモデルの開発・テストに活用できる

こと  

 Open Da ta  Ac t に基づき誰でも無制限にデータを利用できること  

 

 
図  21 デジタル交 通 省 による Mobi l i thek プレスリリース 

 

2）  MDM 

 HP にて Mob i l t i hek のリリース発表。その際ユーザー側のメリットを訴

求  

 ユ ー ザ ー エ ク ス ペ リ エ ン ス の 向 上  /  公 共 機 関 が 運 営 し て い る こ と

からサービスは  

高い中立性、信頼性、安全性を担保 /  I n t e rna t ion a l  Da ta  Sp aces とい

った  

最新テクノロジーへのアクセスが可能 /  Na t io na l  Acces s  Po in t として
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の  

位置づけだけでなく、企業・団体のリーダー達の対話・会合の場と

しても機能  

 SNS（ Xin g /Twi t te r）を経由した情報発信  

 

 

図  22 Mobi l i thek 広 報 のイメージ 
 

3）  mCLOUD 

 MDM 同様に Mob i l i t h ek のリリースについて HP で言及  

 Mob i l i th ek  H P に誘導  

 

 
  



 

43 
 

 

 

 

 

本報告書は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

（ N E D O）が管理法人を務め、内閣府が実施した「戦略的イノベーション創造

プログラム（ S IP）第 2期／自動運転（システムとサービスの拡張）」（ N E D O

管理番号： JP N P 1 8 0 1 2）の成果をまとめたものです。  


